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　　　記入する必要はありません。 
 
　　ただし、電算処理により全資産申告を 
　　　される方は、記入してください。

記入する必要はありません。

【資産の種類】を数字で記入
してください。 
1＝構築物、2＝機械及び装
置、3＝船舶、4＝航空機、5
＝車両及び運搬具、6＝工具、
器具及び備品

【資産の名称等】には、カタカ
ナ・英字・数字（濁音・半濁音
は一文字で）で20マス以内
（長い場合は簡略化して）に収
めて、資産の名称や型番等を記
入してください。

【取得年月】には資産を購入、製作した年月を記入
してください。年号については、3orS＝昭和、4orH
＝平成、5orR＝令和とし、それぞれの年号に対応す
る数字又はアルファベットを記入してください。

【数量】には、資産の数量、
個数又は台数を記入してくだ
さい。

【取得価額】とは、資産を取得す
るために支出した金額（引取運
賃、荷役費、運送保険料、据付費
等を含む。）をいいます。

【耐用年数】を法定耐用年数（「減価償却
資産の耐用年数等に関する省令」別表第
1、2、5及び6）に基づいて記入してくださ
い。なお、中古資産については、見積耐用
年数によっている場合はその耐用年数を、
国税局長の承認を得て短縮耐用年数によっ
ている場合はその耐用年数を記入してくだ
さい。

【増加事由】は、増加資産を記入した場
合に、増加事由を○で囲んでください。
 
1＝新品取得、2＝中古品取得、3＝移動
による受入れ（摘要欄に移動前の所在地
を記載してください）、4＝その他（摘
要欄に理由を記入してください）

種類別明細書（増加資産・全資産用）
のページ数を記入してください。

【摘要】次のような事項を記入して
ください。 
 
・増加事由の詳細について、該当す
る事由に応じ下記のとおり記入して
ください。 
 
3 移動による受入れ＝移動年月、旧
所在地　 
 
4 その他＝増加理由等 
 
・課税標準の特例がある資産につい
ては、その適用条項（例：法附則第
15条第47項）。 
 
・耐用年数の短縮の承認を受けた資
産、増加償却の届出をした資産につ
いては、その旨の表示。 
 
・耐用年数の変更があった場合は、
その時期及び旧耐用年数。 
 
・その他価額の決定に必要な事項。

※前年前に取得した資産を申告
し忘れていた場合（申告もれ）
は、取得年次に応じて遡及課税
の対象となりますので、あらか
じめご承知おきください。

合計を記入してください。



記入する必要はありません。

【資産コード】【資産の名称等】は
加須市における償却資産課税台帳に
登録されている資産のコード及び資
産の名称となります。 
申告する方が独自に管理している
コード及び名称とは異なります。

各項目に修正がある場合には、見え消し線を引
き、正しい文字、数値を記入してください。

【摘要】次のような事項を記入してく
ださい。 
 
減少、一部減少等の異動事由を記入し
てください。

同封している白紙の種類別明細
書ではなく、全資産が記載され
ている用紙に記入することも可
能です。

資産コードは見え消し線は引
かないでください。


